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れ ら晩期化操例の超炎菌を調べてみると, 痩孔を有する3例に結核菌 と-肢化膿菌 との混合感染を認
め､妻妾孔を有さない12例中. 10例には結核菌のみを認め､残 り2例には結核菌 もその他の菌 も謡.めな
かった｡ しかしながら茎洞穿孔を認めなかった8例中6例までが結核性であることの原因が.肋膜外
剥離だけによるものかどうかを知るために,8例の充填術例において充填術後数回にわた り充填腔円血
液を調査したのであるが､結核菌 も他の一般菌 も認めなかったのである｡ 未だ例数不足であるが,充





扱わざるをえなかった4例は,1例死亡し, 2例は治癒甚だ困難な状態とな り､ 1例のみ痩孔を環 し
てや 経ゝ過良好である｡これに対して閉鎖性に処置 しえた 9例中3例は経過極めて順調であり､6例 も
治癒の望み充分である｡








を易晒 し､手術創を一次的に閉鎖させ, さらに化膿睦の縮小と虚脱肺の甲膨脹を防 ぐ目的をもって成
形術 を施行すべきであるo
肋膜外合成樹脂球充填術後の気管枝造影像 ~
佐 川 雅 之 助









曲像を示す率は上述の束管枝に比べて少 く上方 より劉離した場合 1-1肋間寧下降したまま未柿までの
像を明らかに示すことがあり,この修は不成功例にしぼしぼみとめられるO 下方-向う案管枝の屈曲
像は先端拡韓を示さず 畢なる盲端に終っている｡ しかしこれ らの束管枝の屈折像を示す率は藩かに少
いのである｡ つぎは手術不成功例14例に対しその原因を追究するため紅蓮杭撮影法を行ったが､索管
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いるO 従って.本論文では酸素飽和度 (以下飽和度と略す)の下限を92%､酸素容量 (以下容量と略
